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（上包）
亡父広助千辛
四国

西国　順礼道中記

万苦之記念物

亡父広助殿廿八才ノ時　今庄

若狭屋弟権五郎氏ト共々

四国西国順礼ヲ思立チテ明治
五年四月一日今庄ヲ発シ山城大和
伊勢伊賀紀州ヲ経歴シ夫レヨリ
四国ニ渡リ普ク霊場ヲ参拝シ
終リテ大阪ニ入リ再ヒ西京ニ戻リ終ニ

七月十三日ニ無事帰宅セラル　其間日数
実ニ百有三日　千辛万苦ヲ尽セリト云フ
可シ　予親シク其困難ノ状況ヲ父母

ヨリ聞故徐々往事ヲ追懐シテ感慨止

マズ、偶本箱ヲ掃徐（除）シテ此道中記ヲ

探シ出セリ　熟覧スルニ記事簡単ナリト雖モ

然モ父ガ曾テ予ホニ語ラレシ所ノ者ニ符合シ候
歴ク其当時ヲ思ヒ起スニ至ル　因テ記念トシテ
長ク吾後世ニ伝フ　明治三十一年一月八日
　　　　　　　　　　　　　　第二代　広助
（１の２）

明治五【壬申】初夏朔旦発足

　四国

　西国順礼道中記

越前今荘（庄）　山口広助

（２の１）

広吉住所小網町三丁目

　　　稲荷屋伊之助

大伝馬町一丁目

　　　　金粕部屋相尋候得ハ

　たれニ而も居所相分り申候

一屓ツル　伹シ白

一長ジバン　同断

一股引　　　同断　　【括弧あり】

一ヅダ袋　　同断

一笠当　　　同断

　〆五品当所ニテ

　整荷物ニ造リ上
都致ス　夫ヨリ姿

　転変シテ執行

　者之心ニ入ル　白衣

　着シテ清浄潔斎

　風俗然ト雖内心ハ五欲ニヒ眩煩悩大盗（台頭）也

　桑名屋　サク　モト　母

　宿玉邑庄三郎　玉邑マサ　シゲ

　　　平岡イチ　浅野ソメ

　澤崎ジユ

　〆　右八女共相頼候処

　　　（快）

　　　心能仕立呉神妙之

　　　段感徹至極報謝

　　　之タ録載仕置候也
（２の２）

　　餞別覚

一百疋　　　　　藤助

一百疋　　　　　志ゆ

一百疋　　　　　まさ

丁

一弐貫文　　　　庄三

一弐朱　　　　　桑もと

　　いりかし
一白砂糖弐朱斗　桑五

一当七百文　　　平　おいち

一当六百文　　　胡常

一木綿五尺　　　河勘

　　代三拾匁斗

一さと弐朱斗　　同人

一いりこ三升　　庄河

一百疋　　　　　同人

　〆　両人合ニ而受納

（３の１）

一壱朱　　　　　平蔵

　　自分方へ

四月朔日

一弐匁五分　　　休　茶代

同泊り　　　　　中河内宿

一弐朱かり　　　　扇屋

　　此方餞別ニ呉候

二日

一３百文　　　　木ノ本

　　御膳料　地蔵様（浄信寺）
同

一百文　御さいせん　同断

同

一三百弐拾文　　諸雑用

同泊り

一弐朱　　　　　長浜灰屋

（３の２）

同三日　彦根へ行　夫より

一弐百文　　観音寺（観音正寺）江

　　　　御納経料

同泊り

一弐百五拾文　同寺籠り礼

　　夫より同山薬師寺（石馬寺カ）へ参詣
四日

一七拾文　　　　芋代
　　長命寺へ参詣、天より［　　　］所迄船ニのり

同泊り　　　　草津

一弐朱弐百文　　ふらや

五日
一弐百文　　　勢多より大津迄船也
同
一百五十文　石山寺へ参り

同

一百五十文　三井寺へ参詣

五日　開帳十八はん

一百五拾文　六角堂参詣

同　　　　十九はん

一百五拾文　革堂参詣

同

一百四十文　　せんさい

同

一弐百五拾文　てんがく

〆弐歩壱朱ト五百分斗

　　今庄より京都迄造用〆

六日

一壱貫文斗　諸入用

同

一三歩弐朱三百文

　　　　　　珠数壱れん

一壬生寺厄除地蔵へ参詣

御納経貰ふ、夫より

北野天神様へ参詣、夫より

一御室御所（仁和寺）へ参詣、同所

　本尊薬師様開帳、弘法大師様開帳

　御宝物不残拝見仕候

　御座敷廻り不残、同所ニ而

四国廻り御納経出ル

一此日昼後より雨ふり笠壱かい（蓋）斗ニ而難義
一九条様泉水廻り不残

　拝見仕候　右六日巡拝仕候
七日

一嵯峨清涼寺出開帳

　京都寺町ニおいて有之

　本尊釈迦如来様其外

　御宝物有之

七日

一西国拾壱番上醍醐寺

　奥之院京都寺町ニ出開帳

　女人禁制之所故此般御一新ニ□（なりカ）

　諸人詣之為京都迄出開

　帳ニ御座候　御納経貰ふ

（５の１）

四月七日

一清水奥之院牛尾山千手

　観音様出開帳御宝物有之

同

一逆蓮花如来御開帳有之

同

一播州赤穂花岳寺観音様

　并忠臣蔵義士四十七人不像

　其外宝物書▼m26848▲　数多開帳

　三条橋北へ入所ニ而出開帳御座候

　石観音様内蔵之助殿守本尊也

七日

一鞍馬山本尊比（毘）沙門様

　魔王大僧正様、京粟田青蓮寺（院）

　ニ而出開帳有之、其外

　宝物多し、義経弁慶

　刀比沙門様剱黄金之外

（５の２）

同

一知恩院参詣　博覧会
七日

一祇園様参詣

同

一八坂塔　庚申様開帳

同

一清水寺御開帳　御納経貰

同

一同山滝山寺円光大師

同

　十三番札所御納経貰ふ

同

一六波羅蜜寺御開帳有之

七日

一壱貫文斗　　御納経貰ふ　其外昼遣以諸入用

同

一七ツ時大雨ふり　此時宿ヘ帰リ雨ニ不合結構也

七日

一三歩壱朱　　おいづる壱ツ

（６の１）

四月七日

一百文　　　　巻紙壱本

八日

一五百五拾文　白脚伴古手壱足

同

一百文　　　　御納経

同

一三拾文　　　東寺御納経

同

一百五拾文　　諸入用

一東本願寺参詣

一伏見稲荷様御旅所参詣
一東寺伽藍残す参詣

一洛陽　番札所へ参詣、弘法様御両親之霊場

一幸松寺（興正寺）参詣

一西本願寺参詣

同月五日　　京都富小路
